
平成１８年（２００６年）８月

２

請　願　書

賛
成
討
論

反
対
討
論

請
願
の
趣
旨
は
、
平
成
１９
年
４
月

に
予
定
さ
れ
た
八
條
北
小
学
校
を
八

條
中
学
校
に
移
転
す
る
計
画
の
撤
回

で
す
。
請
願
が
出
さ
れ
た
の
は
、
当

事
者
で
あ
る
保
護
者
・
学
校
の
意
見

な
ど
を
聞
か
ず
に
、
短
期
間
で
小
中

一
貫
教
育
導
入
を
決
定
、
そ
の
モ
デ

ル
校
設
置
と
し
て
八
條
中
校
舎
改
修

費
を
３
月
議
会
に
提
案
す
る
な
ど
の

一
連
の
進
め
方
に
原
因
が
あ
っ
た
為

で
す
。
該
当
す
る
地
域
へ
の
説
明
会

で
も
、
あ
ま
り
に
も
性
急
な
話
で
納

得
が
出
来
な
い
、
な
ぜ
こ
の
地
区
で

こ
の
学
校
で
実
施
を
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
、
既
存
の
校
舎
改
修
に
よ
る

一
体
型
と
い
う
例
の
な
い
特
殊
な
形

態
が
な
ぜ
八
潮
の
実
状
に
一
番
あ
っ

た
や
り
方
な
の
か
等
疑
問
も
多
く
、

単
に
財
政
上
の
理
由
や
跡
地
利
用
の

た
め
に
、
こ
の
形
態
が
最
適
と
い
う

結
論
が
導
か
れ
た
の
だ
と
し
た
ら
、

こ
の
計
画
に
つ
い
て
だ
れ
が
「
教
育

の
た
め
」と
評
価
す
る
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
、
登
下
校
の
際
の
児
童
の

安
全
面
か
ら
の
検
討
も
行
わ
れ
た
形

跡
も
窺
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
現
時

点
で
の
導
入
に
反
対
･
凍
結
と
い
う

意
見
が
多
数
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
小
学
校
を
中
心
と

し
て
築
き
上
げ
て
き
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
も
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は

地
域
の
人
の
意
見
を
十
分
尊
重
し
な

が
ら
慎
重
に
進
め
る
べ
き
で
す
。

市
の
基
本
方
針
に
行
政
と
住
民
と

の
協
働
を
掲
げ
な
が
ら
、
今
回
の
よ

う
に
、
地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
関
係

者
の
意
見
を
集
約
す
る
こ
と
も
な
く

一
方
的
に
「
良
い
結
果
を
出
せ
ば
、

手
段
は
選
ば
ず
」
の
よ
う
な
独
断
的

で
時
代
錯
誤
の
進
め
方
で
、
良
い
結

果
が
出
せ
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
新

し
い
事
業
を
始
め
る
際
、
予
測
で
き

る
様
々
な
リ
ス
ク
に
対
し
て
用
意
周

到
に
準
備
し
て
も
、
予
測
で
き
な
い

問
題
が
必
ず
生
じ
る
の
が
常
で
あ

り
、
出
て
き
た
新
し
い
課
題
解
決
の

為
に
も
、
事
前
の
利
害
関
係
者
間
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
最
低
限
必
要
で
す

そ
の
作
業
を
怠
れ
ば
、
行
政
と
市

民
の
溝
は
深
ま
る
だ
け
で
、
決
し
て

良
い
結
果
は
生
ま
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
地
域
住
民
･

関
係
者
と
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
る

た
め
に
も
、
一
方
的
な
押
し
付
け
の

計
画
は
白
紙
に
戻
す
べ
き
だ
と
考

え
、
賛
成
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
地
方
自
治
法
で
は
、

合
併
や
リ
コ
ー
ル
の
場
合
等
に
住
民

発
議
や
住
民
投
票
に
よ
っ
て
民
意
を

反
映
す
る
事
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
教
育
政
策
に
つ
い
て
、
責
任
を

負
う
べ
き
専
門
家
と
い
う
立
場
で
な

い
市
民
の
皆
様
の
意
向
で
政
策
を
左

右
す
る
事
は
大
変
危
険
で
、
結
果
責

任
も
明
確
に
で
き
な
い
非
常
に
無
責

任
な
選
択
と
な
り
ま
す
。
地
方
教
育

行
政
法
に
則
り
、
小
中
一
貫
教
育
の

よ
う
な
基
本
的
重
要
政
策
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
が
責
任
を
も
っ
て
決

定
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

次
に
、
請
願
理
由
で
は
「
学
力
向

上
を
目
指
す
」
以
外
の
メ
リ
ッ
ト
に

は
一
切
触
れ
ず
に
賛
同
者
の
署
名
を

求
め
て
お
り
、
こ
れ
で
は
賛
同
者
が

正
し
い
判
断
を
さ
れ
て
い
る
と
は
思

え
ま
せ
ん
。
最
低
限
、
小
中
一
貫
教

育
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
共

に
明
記
し
、
正
し
い
判
断
が
出
来
る

よ
う
配
慮
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
最
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
小
中

一
貫
教
育
に
対
す
る
是
非
に
つ
い
て

も
、
双
方
の
立
場
の
賛
同
者
が
混
在

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
よ
っ
て
、
賛

同
に
際
し
正
し
い
判
断
を
す
る
為
の

請
願
理
由
に
不
備
が
あ
る
事
、
小
中

一
貫
教
育
に
対
す
る
考
え
・
意
見
が

統
一
さ
れ
て
い
な
い
事
、
そ
し
て
、

正
し
い
判
断
が
出
来
る
と
は
言
い
難

い
児
童
生
徒
や
市
外
の
方
の
署
名
も

含
ま
れ
て
い
る
事
、
以
上
の
理
由
か

ら
も
議
会
に
て
採
択
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

通
学
距
離
や
安
全
に
つ
い
て
は
、

他
の
地
域
で
も
発
生
す
る
共
通
問
題

で
あ
り
ま
す
。
議
員
各
位
も
、
今
回

の
請
願
を
採
択
す
る
事
が
今
後
の
重

大
な
事
例
と
な
り
、
市
内
全
域
で
の

小
中
一
貫
教
育
実
現
を
妨
げ
る
結
果

と
な
り
う
る
事
を
重
く
受
け
止
め
、

総
論
賛
成
で
あ
れ
ば
、
対
象
者
で
あ

る
児
童
生
徒
の
得
る
べ
き
利
益
を
最

優
先
し
、
実
現
へ
向
け
た
対
策
等
を

考
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
６
月
２０

日
付
の
読
売
新
聞
に
「
昨
年
の
県
内

公
立
小
学
校
の
学
級
崩
壊
が
過
去
最

多
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
今
こ
そ
市
全
体
の
学
校

教
育
に
つ
い
て
の
改
善
・
向
上
を
優

先
し
、
い
た
ず
ら
に
施
策
の
実
現
を

遅
れ
さ
せ
る
事
と
な
る
今
回
の
請
願

に
賛
同
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
教
育
委
員
会
が
小
中
一
貫

教
育
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
す
事

を
前
提
に
反
対
討
論
と
致
し
ま
す
。

抜
本
的
な
都
市
農
業
振
興
策
の
確
立

を
求
め
る
意
見
書
（
原
案
可
決
）

都
市
農
業
は
消
費
者
に
新
鮮
で
安

全
な
農
作
物
を
供
給
す
る
と
と
も

に
、
緑
地
と
し
て
の
環
境
保
全
、
市

民
と
の
交
流
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
形
成
、
災
害
時
の
緊
急
避
難

場
所
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
担
っ
て

き
た
。
近
年
、
街
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
上
で
、
都
市
農
業
の
果
た
し
て

き
た
役
割
が
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
八
潮
市
に
お
い
て
も
「
身
近

な
農
地
・
農
業
を
で
き
る
だ
け
残
し

て
ほ
し
い
」
と
の
地
域
住
民
の
要
望

が
根
強
い
。
当
議
会
は
「
市
民
共
有

の
財
産
」
と
し
て
農
地
・
農
業
を
後

世
に
残
す
こ
と
が
、
街
づ
く
り
の
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

国
政
に
お
い
て
は
平
成
１１
年
に
成

立
し
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
で
、
都
市
農
業
の
振
興
が
国
の

責
務
で
あ
る
と
初
め
て
明
記
さ
れ
、

昨
年
３
月
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
」
の
見
直
し
に
際
し
て
は

都
市
農
業
振
興
へ
の
一
定
の
配
慮
が

示
さ
れ
、
１０
月
に
は
農
林
水
産
省
内

に
「
都
市
農
業
・
地
域
交
流
室
」
が

新
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
生
産
緑
地
法
や
都
市
計

画
法
、
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
な
ど

都
市
農
業
関
連
の
現
行
法
制
や
税
制

の
根
幹
部
分
は
、「
宅
地
化
優
先
」

の
価
値
観
を
色
濃
く
残
し
た
ま
ま
で

あ
り
、国
の
取
り
組
み
は
、な
お
不
十

分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
う
し
た
現
状
の
下
で
、
八
潮
市

に
お
い
て
も
農
地
・
農
家
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
難
な
ど
が
深
刻
化

し
て
お
り
、「
持
続
可
能
な
都
市
農

業
」
を
実
現
す
る
本
格
的
な
対
策
を

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
八
潮
市
議
会
は
、
都
市

農
業
者
が
安
心
し
て
営
農
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
国
が
下
記
に
掲
げ
る
抜

本
的
な
都
市
農
地
保
全
・
農
業
振
興

に
取
り
組
む
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

記

１．

都
市
計
画
法
、
生
産
緑
地
法
、

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
な
ど
の
都
市

農
業
関
連
の
法
制
・
税
制
な
ど
を
見

直
し
、
新
法
制
定
も
視
野
に
入
れ
た

抜
本
的
な
都
市
農
業
政
策
を
確
立
す

る
こ
と
。

２．

八
潮
市
に
於
い
て
も
、
平
成
４

年
実
施
の
生
産
緑
地
指
定
以
後
の
追

加
指
定
の
推
進
を
図
る
こ
と
。

３．

都
市
農
業
関
連
税
制
の
見
直
し

に
際
し
て
は
、
市
街
化
区
域
内
に
農

地
を
持
つ
農
家
が
希
望
を
持
っ
て
持

続
的
に
農
業
を
営
む
こ
と
の
で
き
る

仕
組
み
に
再
構
築
す
る
こ
と
。

４．

認
定
農
業
者
制
度
を
都
市
農
業

に
も
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
改
革
す
る
と

と
も
に
、
中
高
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等

の
就
農
を
促
進
す
る
な
ど
新
た
な

「
担
い
手
」
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

５．

学
校
給
食
と
農
家
の
提
携
な
ど

都
市
部
に
お
け
る
「
地
産
地
消
」
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
農
業
体
験
農

園
・
市
民
農
園
な
ど
市
民
参
加
型
農

業
、
学
童
農
園
な
ど
を
通
じ
た
食
育

を
推
進
す
る
こ
と
。

請
願
名
　
八
條
北
小
学
校
を
八
條
中

学
校
内
に
移
転
さ
せ
る
計
画
の
撤
回

を
求
め
る
請
願
書

要
　
旨

小
中
学
校
一
貫
教
育
モ
デ

ル
校
実
施
の
た
め
に
、〈
平
成
１９
年

４
月
よ
り
八
條
北
小
学
校
を
現
行
の

場
所
か
ら
八
條
中
学
校
へ
移
転
さ
せ

る
計
画
〉
を
小
学
校
区
の
通
学
路
の

安
全
確
保
と
そ
の
距
離
が
大
幅
に
延

長
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
即
刻
、

撤
回
し
て
く
だ
さ
い
。

理
　
由

私
た
ち
が
居
住
す
る
八
條

地
域
に
は
、
八
條
小
学
校
、
八
條
北

小
学
校
と
八
條
中
学
校
が
あ
り
、
平

成
１９
年
４
月
よ
り
、
小
中
学
校
一
貫

教
育
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
八
條

北
小
学
校
が
八
條
中
学
校
内
に
移
転

す
る
と
い
う
こ
と
が
平
成
１８
年
３
月

議
会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
小
中
一

貫
教
育
の
教
育
効
果
は
、と
も
か
く
、

八
條
、
八
條
北
小
学
校
に
通
学
す
る

児
童
と
保
護
者
に
と
っ
て
は
、
急
速

的
、
強
行
的
な
決
定
で
あ
る
と
い
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
当
事
者
で
あ
る

八
條
、
八
條
北
小
学
校
児
童
、
保
護

者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
な
く
、
議
会

で
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
従
う
の

が
当
然
で
あ
る
と
市
長
、
議
会
、
教

育
関
係
者
が
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
は
、
主
権
在
民
と
い
う
民
主
主
義

へ
の
多
大
な
挑
戦
と
し
か
言
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。
学
力
向
上
を
目
指

す
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
大
切
で
は

あ
り
ま
す
が
、
通
学
距
離
の
約
５
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
延
長
は
、到
底
、

受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

児
童
や
保
護
者
の
視
点
に
立
っ
た
教

育
を
推
し
進
め
て
い
く
た
め
の
施
策

を
希
望
し
ま
す
。

上
記
地
方
自
治
法
第
１
２
４
条
の

規
定
に
よ
り
請
願
い
た
し
ま
す
。

請
願
者
（
代
表
）

住
　
所

八
潮
市
八
條
１
５
６
７
―

２２
―
４
０
３

氏
　
名

増
井
　
均

賛
同
者
　
３
８
１
２
名

、

。 、

定
例
会
の
最
終
日
に
、
次
の
意
見
書

（
議
員
提
出
議
案
）を
上
程
し
、原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し

た
意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は

じ
め
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

意

見

書

抜
本
的
な
都
市
農
業
振
興
策
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書


